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(57)【要約】
　本発明は、選択型ネットワークアクセスを行うための
方法及び装置に関し、ブロードキャスト信号のプリアン
ブル及びヘッダ部分の少なくとも一方に基づいてセルタ
イプ表示を提供する。受信側では、プリアンブル及びヘ
ッダ部分の少なくとも一方に基づいて、ブロードキャス
ト信号が異なる第１及び第２のセルタイプから受信され
たかどうかをチェックする。第１及び第２のセルタイプ
からの両ブロードキャスト信号が十分な強度で受信され
た場合、ネットワークアクセスのために第１のセルタイ
プを選択する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラーネットワークからブロードキャスト信号を受信するステップと、
　前記ブロードキャスト信号が異なる第１及び第２のセルタイプから受信されたかどうか
を、前記ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてチェックするス
テップと、
　前記第１及び第２のセルタイプからの両ブロードキャスト信号が十分な強度で受信され
た場合、ネットワークアクセスのために前記第１のセルタイプを選択するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１のセルタイプが、前記第２のセルタイプよりも小さなセルサイズを有する、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記チェックステップが、所定のセルタイプ固有のプリアンブル又は所定のセルタイプ
固有のフラグ又は所定のセルタイプ固有のヘッダの反復パターンを検出するステップを含
む、
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記セルタイプ固有のプリアンブルが、所定の割り当て済みのプリアンブル変調系列に
より識別される、
ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記セルタイプ固有のフラグがフレーム制御ヘッダ内に提供される、
ことを特徴とする請求項３又は請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記セルタイプ固有のヘッダの反復がフレーム制御ヘッダを使用して実行される、
ことを特徴とする請求項３から請求項５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記セルタイプ固有のヘッダの反復が、所定の極性変化を含む、
ことを特徴とする請求項３から請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　ブロードキャスト信号のプリアンブル及びヘッダ部分の少なくとも一方に基づいてセル
タイプ表示を提供するステップと、
　前記ブロードキャスト信号の送信元セルのセルタイプに基づいて設定されたセルタイプ
表示を含む前記ブロードキャスト信号を送信するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記セルタイプ表示が第１及び第２のセルタイプを示すようになっており、前記第１の
セルタイプが前記第２のセルタイプよりも小さなセルサイズを有する、
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のセルタイプがフェムトセルであり、前記第２のセルタイプがマクロセルであ
る、
ことを特徴とする請求項２又は請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記セルタイプ表示が、所定のセルタイプ固有のプリアンブル又は所定のセルタイプ固
有のフラグ又は所定のセルタイプ固有のヘッダの反復パターンにより提供される、
ことを特徴とする請求項８から請求項１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記セルタイプ固有のプリアンブルが、所定の割り当て済みのプリアンブル変調系列に
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より識別される、
ことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記セルタイプ固有のフラグがフレーム制御ヘッダ内に提供される、
ことを特徴とする請求項１１又は請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記セルタイプ固有のヘッダの反復がフレーム制御ヘッダを使用して実行される、
ことを特徴とする請求項１１から請求項１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記セルタイプ固有のヘッダの反復が、所定の極性変化を含む、
ことを特徴とする請求項１１から請求項１４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　セルラーネットワークからブロードキャスト信号を受信するための受信機と、
　前記ブロードキャスト信号が異なる第１及び第２のセルタイプから受信されたかどうか
を、前記ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてチェックするた
めの検出器と、
　前記第１及び第２のセルタイプからの両ブロードキャスト信号が十分な強度で受信され
た場合、ネットワークアクセスのために前記第１のセルタイプを選択するためのセレクタ
と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項１７】
　前記検出器が、所定のセルタイプ固有のプリアンブル又は所定のセルタイプ固有のフラ
グ又は所定のセルタイプ固有のヘッダの反復パターンを検出するように構成される、
ことを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の装置を備える、
ことを特徴とする無線端末装置。
【請求項１９】
　ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてセルタイプ表示を提供
するためのインジケータと、
　前記ブロードキャスト信号の送信元セルのセルタイプに基づいて設定されたセルタイプ
表示を含む前記ブロードキャスト信号を送信するための送信機と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項２０】
　前記インジケータが、所定のセルタイプ固有のプリアンブル又は所定のセルタイプ固有
のフラグ又は所定のセルタイプ固有のヘッダの反復パターンにより、前記セルタイプ表示
を提供するように構成される、
ことを特徴とする請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　請求項１９に記載の装置を備える、
ことを特徴とする無線端末装置。
【請求項２２】
　請求項１６又は請求項１９に記載の装置を備える、
ことを特徴とするチップモジュール。
【請求項２３】
　コンピュータ装置上で実行された場合、請求項１又は請求項８の方法の前記ステップを
引き起こすためのコード手段を含む、
ことを特徴とするコンピュータプログラム製品。
【請求項２４】
　ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてセルタイプ表示を提供
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するための表示手段と、
　前記ブロードキャスト信号の送信元セルのセルタイプに基づいて設定されたセルタイプ
表示を含む前記ブロードキャスト信号を送信するための送信手段と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項２５】
　セルラーネットワークからブロードキャスト信号を受信するための受信手段と、
　前記ブロードキャスト信号が異なる第１及び第２のセルタイプから受信されたかどうか
を、前記ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてチェックするた
めの検出手段と、
　前記第１及び第２のセルタイプからの両ブロードキャスト信号が十分な強度で受信され
た場合、ネットワークアクセスのために前記第１のセルタイプを選択するための選択手段
と、
を含むことを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、以下に限定されるわけではないが、ユニバーサル移動体電気通信
システム（ＵＭＴＳ）又はロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワーク又はモ
バイルＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　
Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）などの無線ネットワークにアクセスするための方法
及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）内、並びに通信事業者及び製造業
者の団体では、ホーム基地局、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、フェムトｅＮｏｄｅＢ、又はその
他のあらゆる種類のホームアクセス装置（以下、「ＨＮＢ」と呼ぶ）が広く議論される話
題になってきた。ＨＮＢを自宅及び事務所に展開すると、加入者は建物内で、自身の既存
のハンドセットを、大幅に改善された通話エリア及びさらに高いブロードバンド無線性能
で使用できるようになる。さらに、インターネットプロトコル（ＩＰ）ベースのアーキテ
クチャにより、実質上あらゆる環境においてブロードバンドインターネットサービスを展
開及び管理できるようになる。このようにして、ＨＮＢを使用するフェムトセルが、屋内
通話エリアの改善を目的とした小型かつ低コストのセルラー基地局を可能にすることによ
り、住宅用デジタル加入者回線（ＤＳＬ）又はケーブルブロードバンド接続を使用して移
動体通信事業者のネットワークに接続する小さなセルラーアクセスポイントを提供できる
ようになる。フェムトセルの概念は単純であり、住宅用として大量に展開できるほど十分
に基地局を安価にし、ブロードバンドを介してこれをコアネットワークに接続することで
ある。この結果、加入者には集中型提供物と同じサービス及び利点が提供されるようにな
るが、既存の標準的なハンドセットを使用し、高価なデュアルモード装置にアップグレー
ドする必要がないことが重要な点である。
【０００３】
　ＨＮＢのシナリオでは、エンドユーザが安価な（無線ローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）様の）製品を購入し、さらにこの物理エンティティを自宅に設置することが一般
に想定される。その後、このようなＨＮＢは、ＨＮＢの所有者によって登録された端末に
通話エリア／サービスを提供するようになる。ＨＮＢは、通信事業者が所有する同じスペ
クトルを依然として使用し、したがって、通信事業者がＨＮＢの位置するエリアにマクロ
セルの通話エリアを提供するために使用するスペクトルを少なくとも部分的に使用する。
【０００４】
　第３世代（３Ｇ）移動体通信システムに加え、フェムトセルの関心は、ＷｉＭＡＸ（Ｗ
ｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　
Ａｃｃｅｓｓ）及びＬＴＥなどの新たな無線ブロードバンド技術にも等しく当てはまる。
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【０００５】
　（移動局（ＭＳ）又はユーザ装置（ＵＥ）などの）端末装置がフェムトセルの通話エリ
ア内に存在する場合、フェムトセルは端末装置に、高データスループットかつ向上した通
話エリアの移動体サービスを提供することができる。さらに、フェムトセルでは特定の価
格決定方式を有することができ、この方式は、通信事業者のビジネスモデルに依存するマ
クロセルの方式とは異なる。例えば、自宅又は小規模事務所の個々のフェムトセルごとに
定額月払いが可能である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　いくつかの実施形態によれば、受信側において提案する方法が、
　・セルラーネットワークからブロードキャスト信号を受信するステップと、
　・前記ブロードキャスト信号が異なる第１及び第２のセルタイプから受信されたかどう
かを、前記ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてチェックする
ステップと、
　・前記第１及び第２のセルタイプからの両ブロードキャスト信号が十分な強度で受信さ
れた場合、ネットワークアクセスのために前記第１のセルタイプを選択するステップと、
を含む。
【０００７】
　さらに、送信側において提案する別の方法が、
　・ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてセルタイプ表示を提
供するステップと、
　・前記ブロードキャスト信号の送信元セルのセルタイプに基づいて設定されたセルタイ
プ表示を含む前記ブロードキャスト信号を送信するステップと、
を含む。
【０００８】
　また、受信側において提案する装置が、
　・セルラーネットワークからブロードキャスト信号を受信するための受信機と、
　・前記ブロードキャスト信号が異なる第１及び第２のセルタイプから受信されたかどう
かを、前記ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてチェックする
ための検出器と、
　・前記第１及び第２のセルタイプからの両ブロードキャスト信号が十分な強度で受信さ
れた場合、ネットワークアクセスのために前記第１のセルタイプを選択するためのセレク
タと、
を含む。
【０００９】
　最後に、送信側において提案する装置が、
　・ブロードキャスト信号のプリアンブル又はヘッダ部分に基づいてセルタイプ表示を提
供するためのインジケータと、
　・前記ブロードキャスト信号の送信元セルのセルタイプに基づいて設定されたセルタイ
プ表示を含む前記ブロードキャスト信号を送信するための送信機と、
を含む。
【００１０】
　上記方法がコンピュータ装置上で実行された場合、それぞれの上記ステップを引き起こ
すためのコード手段を含むコンピュータプログラム製品としてこれらを実現することがで
きる。
【００１１】
　上記装置は、ネットワーク要素又はノード、アクセス装置、固定又は移動端末装置とし
て、又はこれらのノード、要素、又は装置内に提供されるモジュール、チップ、又はチッ
プセットとして実現することができる。
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【００１２】
　したがって、いくつかの方法によって異なるセルタイプを区別することにより、端末装
置が装置自体の好みに基づいて選択的にセルタイプにアクセスできるようにすることを提
案する。端末装置は、ネットワークに最初にアクセスする一方で、（基地局（ＢＳ）又は
ＨＮＢなどの）アクセス装置からブロードキャストされるプリアンブル及び／又はヘッダ
をリスンすることができる。検出されたプリアンブル信号がいずれもセルタイプから十分
に強いものである場合、端末装置が、（マクロセルなどの）第２のセルタイプよりも望ま
しい（フェムトセルなどの）第１のセルタイプに選択的にアクセスできることにより、価
格決定上の利点及び／又は高データレートなどのいくつかの利点を享受できるようになる
。したがって、提案する解決策では、異なるセルタイプのブロードキャスト信号を区別で
きるので、端末装置がアクセス可能な一連のセルタイプからどれが望ましいセルタイプで
あるかを識別する役に立つ。
【００１３】
　特定の実施構成例では、第１のセルタイプが、第２のセルタイプよりも小さなセルサイ
ズを有することができる。より具体的には、第１のセルタイプをフェムトセルとすること
ができ、第２のセルタイプはマクロセルである。しかしながら、本発明は、このようなセ
ルタイプに限定されるものではなく、特性の異なるあらゆるセルタイプの区別に使用する
ことができる。
【００１４】
　チェックステップは、例えば、所定のセルタイプ固有のプリアンブル又は所定のセルタ
イプ固有のフラグ又は所定のセルタイプ固有のヘッダの反復を検出するステップを含むこ
とができる。したがって、所定のセルタイプ固有のプリアンブル又は所定のセルタイプ固
有のフラグ又は所定のセルタイプ固有のヘッダの反復パターンによりセルタイプ表示を提
供することができる。
【００１５】
　特定的ではあるが限定的でない実施構成例によれば、セルタイプ固有のプリアンブルを
、所定の割り当て済みのプリアンブル変調系列により識別することができる。
【００１６】
　別の特定的ではあるが限定的でない実施構成例によれば、ヘッダ部分をフレーム制御ヘ
ッダとすることができ、このフレーム制御ヘッダ内にセルタイプ固有のフラグを提供する
ことができる。
【００１７】
　さらなる特定的ではあるが限定的でない実施構成例によれば、フレーム制御ヘッダを使
用してセルタイプ固有のヘッダの反復を行うことができる。
【００１８】
　さらに別の特定的ではあるが限定的でない実施構成例によれば、セルタイプ固有のヘッ
ダの反復が、所定の極性変化を含むことができる。
【００１９】
　他の有利な修正については従属クレームで定義する。
【００２０】
　以下、添付図面を参照しながら例示的な実施形態に基づいて本発明をより詳細に説明す
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明を実施できる概略的なネットワークアーキテクチャを示す図である。
【図２】実施形態によるアクセス装置及び端末装置の概略ブロック図である。
【図３】実施形態による選択的アクセス手順のフロー図である。
【図４】実施形態によるフレーム制御ヘッダフォーマットを示す表である。
【図５】実施形態によるソフトウェアベースの実施構成の概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２２】
　以下、例示的かつ非限定的なＷｉＭＡＸネットワークアーキテクチャに基づいて本発明
の実施形態を説明する。
【００２３】
　図１は、フェムトＢＳ（ＦＢＳ）３０及びマクロＢＳ（ＭＢＳ）２０を含む概略的なネ
ットワークアーキテクチャを示している。
【００２４】
　図１によれば、ホームドメイン内で、ＦＢＳ３０が小さなフェムトセル（ＦＣ）を制御
し、ＭＢＳ２０がより大きな従来のマクロセル（ＭＣ）を制御する。（インターネットな
どの）固定ネットワークへのアクセスを実現するために、ＦＢＳ３０は、ＷｉＭＡＸアー
キテクチャ内でｘＤＳＬモデム及びＤＳＬＡＭを介して、（広帯域ネットワーク（ＷＡＮ
）３００などの）第１の無線ネットワーク３００又は他のいずれかの種類の無線ネットワ
ークに接続される。さらに、移動体通信事業者のドメイン内では、ＭＢＳ２０が第２の無
線ネットワーク２００に（例えば、第２のネットワーク３００へのリンクを提供すること
ができるアクセスサービングネットワークゲートウェイ（ＡＳＮ－ＧＷ）（図示せず）を
介して（ＬＴＥなどの）移動体通信ネットワークに）接続される。
【００２５】
　この実施形態では、後程説明するようないくつかの方法でＦＢＳ３０をＭＢＳ２０と区
別することができる。これにより、ＦＣ及びＭＣの両通話エリア内に位置する端末装置す
なわちＭＳ１０は、選択的にＦＢＳ３０にアクセスすることができる。より具体的には、
ＭＳ１０はネットワークアクセスを開始する。一方、ＭＳ１０は、ＦＢＳ３０及び／又は
ＭＢＳ２０からブロードキャストされた信号のプリアンブル及び（フレーム制御ヘッダ（
ＦＣＨ）などの）ヘッダの少なくとも一方をリスンすることができる。検出されたプリア
ンブル及び／又はヘッダ信号がいずれもＭＢＳ２０及びＦＢＳ３０の両方から十分に強い
ものである場合、ＭＳ１０は、ＭＢＳ２０よりもＦＢＳ３０に選択的にアクセスすること
ができる。これにより、ＭＳ１０は、例えば価格決定上の利点及び／又は高データレート
を享受することができる。
【００２６】
　ハンドオーバ中は同じ規則に従うことができる。ＦＢＳ３０及びＭＢＳ２０の両方がタ
ーゲットＢＳリストから入手可能である。この結果、ＭＳ１０は、ＭＢＳ２０ではなくＦ
ＢＳ３０にハンドオーバすることができる。ＭＳ１０は、ＦＢＳ３０が存在するかどうか
、及びどちらがＦＢＳ３０であるかを識別することができる。
【００２７】
　例えば、図１では、ＭＳ１０が、ＭＢＳ２０及びＦＢＳ３０の両方がカバーする地点に
位置する。この結果、ＭＳ１０は、初回アクセス中、ハンドオーバ中などの間にＦＢＳ３
０に選択的にアクセスすることができる。ＭＳ１０は、高データレートかつ低コストで利
用できるＦＢＳが存在することを識別することができる。他のポリシベースのセル選択ア
ルゴリズムを採用した場合にも、ＦＢＳ３０とＭＢＳ２０の区別が同様に役立つことがで
きる。
【００２８】
　なお、図１の実施形態は様々な方法で変更することができる。ＭＢＳ２０及びＦＢＳ３
０を（ＷｉＭＡＸ、ＬＴＥなどの）同じネットワークに、或いは図１とは異なる又は逆の
態様で異なるネットワークに接続することができる。
【００２９】
　図２は、実施形態によるＭＳ１０及びＭＢＳ２０又はＦＢＳ３０の概略ブロック図を示
している。なお、図２には、本発明の理解に役立つこれらの機能のみを示している。
【００３０】
　ＭＳ１０側では、受信したブロードキャスト信号のヘッダ又はプリアンブルをチェック
するためのセルタイプ検出（ＣＴＤ）機能又はユニット１５が受信情報をチェックして、
受信したブロードキャスト信号の送信元セルタイプを導き出す。このＣＴＤ機能又はユニ
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ット１５を、無線リソース制御（ＲＲＣ）機能の一部として設けることができる。ＲＲＣ
は、無線周波数（ＲＦ）フロントエンドユニット１６の受信機部分の受信動作を制御する
ことができる。ＲＦフロントエンドユニット１６は、アンテナを介した無線送受信を可能
にすることができる。ＣＴＤ機能又はユニット１５は、検出されたセルタイプに基づいて
、例えば受信したセルタイプ固有のプリアンブル又はヘッダの信号品質、電力、又は強度
を測定することができる。ＣＴＤ機能又はユニット１５は、例えばＭＣ及びＦＣから受信
した信号の品質、電力、又は強度をそれぞれ示すことができるそれぞれの値又はパラメー
タＰｍ及びＰｆを転送することができる。当然ながら、その他のセルタイプも同様に識別
することができる。
【００３１】
　セル選択機能又はユニット１４は、ネットワークアクセスに使用するＦＢＳ３０又はＭ
ＢＳ２０などのセルタイプを、少なくともパラメータＰｍ及びＰｆに基づいて選択するこ
とができ、またアクセスコントローラ又は制御ユニット１７を制御して、ネットワークア
クセスのための対応する制御信号送信を開始させることができる。
【００３２】
　ＭＢＳ２０又はＦＢＳ３０側では、タイプインジケータ又はユニット（ＴＩ）２２内で
セルタイプ情報を設定することができる。このタイプインジケータ又はユニット（ＴＩ）
２２を、対応する制御入力に応答して制御することができる。例えば、ネットワーク通信
事業者が制御入力を供給することができ、或いはこれを適当なメモリ装置（図示せず）に
記憶することができる。メッセージ制御情報（ＭＣＩ）機能又はユニット２３では、ブロ
ードキャスト信号内のヘッダ又はプリアンブル、又はこれらの送信を少なくともセルタイ
プ情報に基づいて変更することができ、またこれらをＲＦフロントエンドユニット２４及
びアンテナを介して送信することができる。
【００３３】
　図３は、本発明の実施形態による受信側の処理のフロー図を示しており、この処理は、
ＭＳ１０内の処理ルーチンに基づいて実施することができる。
【００３４】
　ステップＳ１０１において、ＭＳ１０が、ＦＢＳ３０又はＭＢＳ２０などのアクセスネ
ットワークから受信した（単複の）ブロードキャスト信号をリスンする。次に、ステップ
Ｓ１０２においてセルタイプ及び強度（又は品質又は電力等）が検出され、ステップＳ１
０３においてＦＣ信号を十分な強度で利用できるかどうかが判定される。利用できる場合
、ステップＳ１０４においてＦＣへのアクセスが開始される。これとは別に、ステップＳ
１０３において十分な強度（又は品質又は電力等）で利用できるＦＣ信号が存在しないと
判定された場合、ＭＣへのアクセスが可能であれば、ステップＳ１０５においてこれが開
始される。
【００３５】
　以下、（ＦＢＳ３０とＭＢＳ２０などの）異なるセルタイプを区別するための実施構成
例の選択肢を示す。
【００３６】
　最初の実施構成例の選択肢によれば、ＦＢＳ３０及びＭＢＳ２０に異なるプリアンブル
を割り当てることができる。ＷｉＭＡＸ８０２．１６ｅ規格では、１０２４－ＦＦＴ（高
速フーリエ変換）モードの場合、セグメント及びセル識別子（Ｉｄｃｅｌｌ）ごとに１１
４個のプリアンブル変調系列が存在する。したがって、一定量のプリアンブル変調系列を
ＦＢＳ３０に割り当てることができる。その後、残りのプリアンブル変調系列をさらにＭ
ＢＳ２０に使用することができる。一例として、ＩＤｃｅｌｌ＝｛３０，３１｝及びセグ
メント＝｛０，１，２｝のプリアンブルをＦＢＳ３０に割り当てることができる。ＭＳ１
０は、走査したＢＳのプリアンブル系列がＦＢＳカテゴリに属することを検出すると、こ
のＢＳがＦＢＳであると認識することができる。
【００３７】
　別の実施構成例の選択肢によれば、フレーム制御ヘッダ（ＦＣＨ）内のフラグを設定し
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てＦＢＳ３０を識別することができる。ダウンリンクフレームプレフィクス（ＤＬ＿Ｆｒ
ａｍｅ＿Ｐｒｅｆｉｘ）は、各フレームの先頭で送信されるデータ構造であり、現在のフ
レームに関する情報を含むとともにＦＣＨにマッピングされる。
【００３８】
　図４は、１２８以外の全てのＦＦＴサイズに関する、実施形態による例示的なフレーム
プレフィクスフォーマットの構造を示す表である。ダウンリンクフレームプレフィクス内
の１つの予約ビットをフェムトフラグとして使用して、このＢＳがＦＢＳであるかどうか
を示すことができる。フェムトフラグが「１」に設定されている場合、受信したブロード
キャスト信号の送信元ＢＳはＦＢＳである。そうでなければＢＳはＭＢＳであり、或いは
逆もまた同様である。
【００３９】
　同様にフレームプレフィクスのその他の予約ビットもセルタイプ表示又はシグナリング
に使用できることが明らかである。
【００４０】
　ＭＳ１０は、関連するＢＳと同期した後で、このＢＳがＦＢＳであるかどうかを識別で
きるので、このＢＳにアクセスするかどうかをＭＳ１０の定義済みのポリシに基づいて決
定できるようになる。
【００４１】
　さらに別の実施構成例の選択肢によれば、ＦＣＨの反復において極性切り替えを利用す
ることができる。一例として、ＦＦＴサイズが１２８以外の場合、セグメントのダウンリ
ンク（ＤＬ）部分の中の最初の４スロットがＦＣＨを含む。これらのスロットは、ＱＰＳ
Ｋ（四相位相変調）によりコーディングレート１／２及び反復コーディング４で変調され
る。ＦＣＨ内により多くの情報を追加するために、ここでは偏極反復を利用する。
【００４２】
　一例として、ＭＢＳでは通常、反復形式を標準的仕様に基づいて［Ａ　Ａ　Ａ　Ａ］と
して定めることができる。一方、ＦＢＳでは、所定の極性パターンに基づいて反復形式を
変更することが提案される。一例として、パターンを［Ａ　－Ａ　Ａ　－Ａ］とすること
ができ、これは２番目及び４番目の部分すなわち反復が逆になることを示す。したがって
、ＭＳ側では、異なる反復形式を相関関係によって明確にすることができる。これにより
加えられる複雑性はほんのわずかである。
【００４３】
　図５は、実施形態による代替のソフトウェアベースの実施構成の概略ブロック図を示し
ている。処理ユニット４１０を含むあらゆる端末又は（ＭＳ１０又はＭＢＳ２０又はＦＢ
Ｓ３０などの）ネットワークエンティティ内で必要な機能を実現することができる。処理
ユニット４１０は、制御ユニットを含むいずれのプロセッサ又はコンピュータ装置であっ
てもよい。制御ユニットは、メモリ４１２に記憶された制御プログラムのソフトウェアル
ーチンに基づいて制御を行うことができる。制御プログラムをコンピュータ可読媒体上に
別個に記憶することもできる。上述のソフトウェアルーチンとして実施できる上記装置固
有機能の処理ステップを実行するために、プログラムコード命令をメモリ４１２からフェ
ッチして処理ユニット４１０の制御ユニットにロードすることができる。入力データＤＩ
に基づいて処理ステップを実行して、出力データＤＯを生成することができる。ＭＳ１０
の場合、入力データＤＩは、受信したブロードキャスト信号に相当し、出力データＤＯは
、選択したセルにアクセスするためのアクセスシグナリングに相当することができる。Ｍ
ＢＳ２０又はＦＢＳ３０の場合、入力データＤＩは、受信したセルタイプ設定情報に相当
し、出力データＤＯは、（ヘッダ、プリアンブル、又は送信パターンなどを）変更された
ブロードキャスト信号に相当することができる。
【００４４】
　したがって、ＭＳ１０、ＭＢＳ２０、及びＦＢＳ３０の上記実施形態を、それぞれのエ
ンティティのコンピュータ装置又はデータプロセッサ上で実行された場合にそれぞれのエ
ンティティのシグナリング手順の各個々のステップを生成するためのコード手段を含むコ
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【００４５】
　要約すれば、選択型ネットワークアクセスを行うための方法及び装置において、ブロー
ドキャスト信号のプリアンブル及びヘッダ部分の少なくとも一方に基づいてセルタイプ表
示を提供することについて説明した。受信側では、プリアンブル及びヘッダ部分の少なく
とも一方に基づいて、ブロードキャスト信号が異なる第１及び第２のセルタイプから受信
されたかどうかをチェックする。第１及び第２のセルタイプからの両ブロードキャスト信
号が十分な強度で受信された場合、ネットワークアクセスのために第１のセルタイプを選
択する。
【００４６】
　本発明は、あらゆるサービス及びネットワーク環境に容易に拡張できるとともに、ＬＴ
Ｅ又はＭｏｂｉｌｅ　ＷｉＭＡＸの技術分野、特にＭＢＳ及びＦＢＳに限定されないこと
が明らかである。提案する実施形態及び実施構成の選択肢を全ての考えられる方法で組み
合わせることができ、また無線ネットワーク内で展開される異なるセルタイプを有するあ
らゆる基地局に関連してこれらを実現することができる。
【００４７】
　したがって、これらの実施形態は、上記方法及び技術の全て又は組み合わせを使用し、
特定のシステムのサポートされる特性に基づいて特定の方法、技術、又はアルゴリズムを
使用できるという点で様々なものであってもよい。添付の特許請求の範囲は、添付の特許
請求の範囲に含まれる全てのこのような特徴及び利点を含むことが意図されている。当業
者には、数多くの修正及び変更が容易に思い浮かぶと思われるので、本発明の範囲は、本
明細書で説明した限られた数の実施形態に限定されないことが意図されている。したがっ
て、添付の特許請求の範囲の特徴の全ての好適な変形、修正、組み合わせ、及び同等物は
、本発明の範囲の一部であるとみなされる。
【符号の説明】
【００４８】
１０　端末装置
２０　マクロＢＳ
３０　フェムトＢＳ
２００　第２の無線ネットワーク
３００　第１の無線ネットワーク
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